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?
講
読
や
演
習
、
実
習
と
い
っ
た
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
で
は
学
期
末
に
、
受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
で
調
査
・
研
究
し
、
発
表
し
た
際
の
レ
ジ
ュ
メ
を
冊
子
に
ま
と
め
た
り
、
受
講
生
に
発
表
内
容
を
整
理
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
さ
せ
た
り
し
て
、
き
め
細
か
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。 
?
学
外
実
習
で
は
、
主
に
富
山
県
内
の
美
術
館
や
文
学
館
を
見
学
し
た
ほ
か
、
三
月
に
は
卒
業
論
文
に
向
け
た
資
料
収
集
も
兼
ね
て
東
京
方
面
で
実
習
旅
行
を
行
っ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
や
神
保
町
の
古
書
店
、
森
鷗
外
住
居
跡
（
水
月
ホ
テ
ル
）
を
は
じ
め
、
年
に
よ
っ
て
は
横
浜
ま
で
足
を
延
ば
し
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
日
本
新
聞
博
物
館
、
鎌
倉
文
学
館
な
ど
も
訪
れ
た
。 
?
夏
と
春
の
長
期
休
業
中
に
は
、
太
宰
治
の
研
究
者
や
岩
波
書
店
の
元
編
集
者
ら
外
部
か
ら
講
師
を
招
き
、
集
中
講
義
形
式
で
比
較
文
学
特
殊
講
義
が
開
講
さ
れ
た
。 
?
こ
れ
ら
比
較
文
学
の
専
門
科
目
の
ほ
か
、
所
属
講
座
の
リ
レ
ー
形
式
の
演
習
で
あ
る
文
化
環
境
論
演
習
で
は
、
米
騒
動
を
扱
っ
た
。
当
時
の
新
聞
記
事
や
文
学
作
品
で
の
描
か
れ
方
な
ど
を
調
査
し
て
発
表
す
る
形
式
で
、
文
献
調
査
と
い
う
研
究
の
基
礎
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。 
?
一
年
生
向
け
に
は
、
前
述
の
概
論
の
ほ
か
、
国
際
文
化
入
門
、
教
養
教
育
の
日
本
文
学
を
担
当
し
、
比
較
文
学
・
比
較
文
化
を
専
門
に
学
ぶ
学
生
以
外
に
も
文
学
研
究
の
面
白
さ
を
伝
え
て
い
た
。 
?
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
は
『
富
大
比
較
文
学
』
と
い
う
機
関
誌
の
発
行
も
始
め
た
（
二
〇
一
六
年
度
ま
で
。
現
在
は
富
山
大
学
人
文
学
部
近
代
文
学
ゼ
ミ
が
第
二
期
を
発
行
中
）。
主
に
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
の
抜
粋
を
掲
載
し
た
。 
映
画
を
年
間
百
本 
?
金
子
氏
は
文
学
だ
け
で
な
く
映
画
に
も
精
通
し
て
お
り
、
年
間
百
本
観
る
こ
と
を
目
標
に
映
画
館
に
足
を
運
ん
で
い
た
。
映
画
の
映
像
表
現
を
説
い
た
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
も
の
を
題
材
に
現
代
の
社
会
を
考
え
さ
せ
た
り
す
る
講
義
も
行
っ
て
い
た
。
金
子
研
究
室
に
は
、映
画
や
ア
ニ
メ
の
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
約
三
百
あ
り
、
借
り
に
来
た
学
生
と
映
画
談
議
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。 
?
金
子
氏
と
映
画
の
関
係
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
や
ま
が
運
営
す
る
公
設
民
営
の
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
は
二
〇
〇
七
年
二
月
に
開
館
し
、
単
館
系
の
映
画
を
数
多
く
上
映
し
て
き
た
。
金
子
氏
は
映
画
監
督
の
山
中
貞
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金
子
幸
代
氏
の
講
義
と
富
山
関
係
の
業
績 
今
村?
郁
夫 
 ?
富
山
文
学
の
会
を
設
立
し
た
金
子
幸
代
氏
は
、
富
山
大
学
人
文
学
部
教
授
と
し
て
、
学
部
生
お
よ
び
人
文
科
学
研
究
科
の
大
学
院
生
に
比
較
文
学
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
。
筆
者
も
学
部
か
ら
修
士
修
了
ま
で
の
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
九
年
度
に
教
え
を
受
け
た
。
金
子
氏
の
講
義
や
主
な
富
山
関
係
の
業
績
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
（
講
義
名
は
筆
者
受
講
当
時
）。 
学
生
の
自
主
性
を
養
成 
?
金
子
氏
が
主
に
担
当
し
て
い
た
の
は
、
比
較
文
学
概
論
、
比
較
文
学
講
読
、
比
較
文
学
演
習
、
比
較
文
化
実
習
な
ど
で
あ
る
。 
?
概
論
で
は
、
森
鷗
外
や
夏
目
漱
石
、
小
泉
八
雲
、
永
井
荷
風
、
芥
川
龍
之
介
、
太
宰
治
ら
作
家
を
は
じ
め
、
映
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
を
取
り
上
げ
、
比
較
文
学
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
研
究
が
で
き
る
か
概
説
し
た
。
受
講
生
に
は
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
学
生
参
加
型
の
講
義
だ
っ
た
。 
?
講
読
は
、
主
に
鷗
外
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
受
講
生
が
調
査
・
研
究
し
、
成
果
を
発
表
す
る
形
式
で
、
作
品
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
教
授
し
た
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
、
鷗
外
が
海
外
新
聞
記
事
を
紹
介
し
た
『
椋
鳥
通
信
』
に
書
か
れ
て
い
る
記
事
を
分
類
し
、
当
時
の
時
代
背
景
と
も
絡
め
な
が
ら
読
み
解
く
こ
と
も
行
っ
た
。 
?
演
習
は
通
年
で
開
講
さ
れ
、
前
期
に
は
受
講
生
が
作
品
を
研
究
す
る
た
め
の
文
学
理
論
を
ま
ず
学
び
、
そ
れ
を
実
際
の
作
品
で
実
践
し
た
。
後
期
に
な
る
と
、
主
に
鷗
外
の
戯
曲
や
翻
訳
戯
曲
を
題
材
に
演
劇
の
上
演
に
取
り
組
ん
だ
。
演
劇
は
脚
本
や
衣
装
、
大
道
具
・
小
道
具
な
ど
全
て
受
講
生
が
準
備
す
る
本
格
的
な
も
の
だ
っ
た
。
も
と
も
と
は
『
演
芸
画
報
』
と
い
う
雑
誌
の
劇
評
研
究
に
端
を
発
し
て
い
る
が
、
上
演
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
で
、
当
時
の
時
代
背
景
や
登
場
人
物
の
心
情
、
せ
り
ふ
の
意
味
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
。 
?
実
習
で
は
、
富
山
の
女
性
作
家
、
小
寺
菊
子
の
作
品
研
究
を
進
め
た
。
各
作
品
の
解
題
作
り
や
掲
載
雑
誌
の
調
査
を
は
じ
め
、
作
品
研
究
を
通
し
て
お
す
す
め
の
作
品
を
選
出
し
た
。
成
果
と
し
て
、
計
約
二
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
小
説
と
随
筆
五
〇
作
品
を
収
め
た
『
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
選
集
』（
全
六
巻
）（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
を
制
作
し
た
。 
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を
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。
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高
志
の
国
文
学
館
と
富
山
の
文
学 
綿
引?
香
織 
高
志
の
国
文
学
館
に
つ
い
て 
?
高
志
の
国
文
学
館
は
、
富
山
県
立
の
文
学
館
と
し
て
、
平
成
24
年
７
月
６
日
に
富
山
市
内
に
開
館
し
た
。「
富
山
県
ゆ
か
り
の
作
家
や
作
品
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
ふ
る
さ
と
文
学
の
総
合
窓
口
」
「
文
学
作
品
の
み
な
ら
ず
、
絵
本
、
映
画
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
幅
広
い
分
野
の
作
品
を
気
軽
に
楽
し
み
学
ぶ
機
会
の
提
供
」「
深
く
探
求
す
る
・
創
作
す
る
・
発
表
す
る
刺
激
と
も
な
る
場
の
提
供
」
と
い
う
三
つ
の
基
本
理
念
の
も
と
、
展
示
、
教
育
普
及
、
調
査
研
究
、
収
集
・
保
存
等
の
活
動
を
す
す
め
て
い
る
。 
?
開
館
後
６
年
が
経
過
し
た
現
在
、
富
山
の
文
学
と
の
関
わ
り
を
軸
に
、
こ
れ
ま
で
の
当
館
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 
展
示
活
動 
?
常
設
展
で
は
、『
万
葉
集
』
か
ら
現
代
の
文
学
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
映
画
に
い
た
る
ま
で
、
富
山
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
や
作
品
の
魅
力
を
、
ジ
ャ
ン
ル
・
時
代
と
も
に
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
郷
土
の
先
人
や
富
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
ヘ
ル
ン
文
庫
（
小
泉
八
雲
旧
蔵
資
料
）
に
つ
い
て
も
と
り
あ
げ
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
文
学
風
土
の
紹
介
に
つ
と
め
て
い
る
。 
?
「
富
山
県
文
学
鳥
瞰
地
図
」
や
「
ふ
る
さ
と
文
学
年
表
」、
富
山
県
出
身
の
作
家
・
漫
画
家
の
作
品
を
並
べ
る
大
書
架
は
、
富
山
の
文
学
を
概
観
す
る
た
め
の
展
示
で
あ
る
。 
?
『
万
葉
集
』
の
歌
人
大
伴
家
持
が
、
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
越
中
国
で
残
し
た
多
く
の
歌
は
、
富
山
県
の
文
学
の
始
ま
り
と
も
い
え
る
こ
と
か
ら
、
映
像
や
音
声
に
よ
る
展
示
装
置
や
、
歌
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
絵
画
な
ど
、
多
彩
な
手
法
で
紹
介
し
て
い
る
。 
?
近
現
代
の
文
学
者
に
つ
い
て
は
、横
山
源
之
助
、筏
井
竹
の
門
、
三
島
霜
川
、
小
寺
菊
子
、
前
田
普
羅
、
田
部
重
治
、
大
井
冷
光
、
翁
久
允
、
田
中
冬
二
、
瀧
口
修
造
、
岩
倉
政
治
、
高
島
高
、
新
田
次
郎
、
源
氏
鶏
太
、
畷
文
兵
、
角
川
源
義
、
堀
田
善
衞
、
佐
伯
彰
一
、
遠
藤
和
子
、
柏
原
兵
三
、
木
崎
さ
と
子
、
辺
見
じ
ゅ
ん
、
宮
本
輝
な
ど
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。 
?
漫
画
家
に
つ
い
て
は
、
山
根
青
鬼
、
山
根
赤
鬼
、
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
、
藤
子
不
二
雄
Ⓐ
、
ま
つ
も
と
泉
、
原
秀
則
、
花
咲
ア
キ
- 26 - 
雄
の
魅
力
を
解
説
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
講
演
を
多
く
行
っ
た
ほ
か
、
演
習
の
講
義
で
上
演
す
る
演
劇
を
同
館
の
ホ
ー
ル
で
披
露
し
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
に
貢
献
し
た
。
加
え
て
、
金
子
研
究
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
コ
ラ
ム
日
本
海
詩
人
日
記
（
文
づ
か
ひ
）
で
、
同
館
で
上
映
し
て
い
る
映
画
を
紹
介
す
る
な
ど
、
富
山
の
映
画
文
化
発
展
に
尽
力
し
て
い
た
。
同
館
は
市
民
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
二
〇
一
六
年
九
月
か
ら
休
館
し
て
い
る
。 
富
山
文
学
振
興
に
尽
力 
?
金
子
氏
は
富
山
文
学
の
裾
野
を
広
げ
る
の
に
学
外
で
の
活
動
に
も
力
を
尽
く
し
て
お
り
、
高
志
の
国
文
学
館
の
「
文
学
講
座
」
や
、
文
学
に
親
し
む
会
の
講
師
も
務
め
た
。 
?
富
山
市
の
郷
土
史
家
、
故
岡
本
悦
子
さ
ん
の
遺
族
か
ら
作
品
の
コ
ピ
ー
を
譲
り
受
け
た
小
寺
菊
子
関
係
で
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
富
山
県
立
図
書
館
で
の
ふ
る
さ
と
文
学
講
演
会
で
「
富
山
の
女
性
文
学
―
小
寺
菊
子
の
先
駆
性
」
と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、
富
山
県
と
富
山
大
学
の
連
携
協
力
事
業
の
ふ
る
さ
と
文
学
県
民
講
座
で
、「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
・
小
寺
菊
子
を
読
む
」「
富
山
の
女
性
作
家
・
小
寺
菊
子
の
生
き
方
を
読
む
」の
講
義
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
一
月
に
は
、
桂
書
房
か
ら
『
小
寺
菊
子
作
品
集
』（
全
三
巻
）
を
刊
行
し
た
。
Ａ
５
判
、
総
ペ
ー
ジ
数
約
一
五
〇
〇
で
、
九
〇
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
学
生
思
い
の
教
授 
?
と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
金
子
氏
に
教
え
を
受
け
て
い
た
前
後
の
二
〇
〇
五
～
二
〇
一
〇
年
の
間
に
、
筆
者
も
含
め
六
人
が
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。
一
学
年
が
約
五
人
の
小
規
模
な
ゼ
ミ
で
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
進
学
し
て
い
る
の
は
、
研
究
だ
け
で
な
く
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。 
?
最
後
に
、
金
子
氏
の
印
象
的
な
言
葉
を
一
つ
紹
介
し
た
い
。「
今
や
っ
て
い
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
。確
実
に
力
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
ゼ
ミ
生
に
常
々
言
っ
て
い
た
。
筆
者
も
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
金
子
氏
の
学
生
思
い
を
表
す
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
る
。 
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